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表紙　羊がお出迎え
　４月29日、前津江町の椿ケ鼻ハイランドパー
クで第46回津江山系釈迦連峰山開きが行われ
ました。
　会場では、３月に生まれた子羊「ごん」と「げん」
が来場者を出迎え、子供たちの人気を集めました。
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危
険
な
場
所
、

　
　

 　
　
　
　
避
難
所
の
把
握

　
家
の
周
り
な
ど
の
危
険
な
場
所
（
浸
水

被
害
、
土
砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
の
あ

る
箇
所
）
を
事
前
に
把
握
し
、
豪
雨
等
の

場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
か

事
前
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
、
自

分
た
ち
の
避
難
所
等
を
事
前
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
、
避
難
所
等
の

確
認
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
浸
水
被
害

　
河
川
に
近
い
場
所
や
、
周
り
の
土
地
よ

り
低
い
場
所
は
、
豪
雨
の
際
に
浸
水
被

害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
土
砂
災
害

　
傾
斜
30
度
以
上
、
高
さ
５
ｍ
以
上
の
急

　
傾
斜
地
は
、
豪
雨
の
際
に
土
砂
災
害
が

起
こ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
樹
木

の
少
な
い
急
傾
斜
地
も
注
意
が
必
要
で
す
。

 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定

さ
れ
る
区
域
と
そ
の
水
深
及
び
土
砂
災

害
の
危
険
箇
所
を
示
し
、
市
指
定
避
難

所
や
災
害
時
の
関
連
施
設
な
ど
を
表
示

し
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
日
田
市
防
災
週
間
」

自
然
災
害
か
ら

    

身
を
守
る
た
め
に

　
今
年
も
本
格
的
な
梅
雨
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
等
で
は
、
花
月
川
等
の
氾
濫
に
よ
り
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
期
に
入
る
前
に
、
家
庭
・
地
域
内
で
連
絡
体
制
や
避
難
方
法
を
決
め
て
お
き
、
日
頃

か
ら
天
気
予
報
な
ど
気
象
情
報
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
災
害
へ
の
備
え
、
万
全
で
す
か
？

平成24年７月３日から14日にかけて九州北部を襲った豪雨は、各地に深い爪あとを残しました。
写真：猛烈な豪雨で濁流が小野川からあふれ、道と川の境がなくなった小野地区の道路（７月３日）

備
え
１

※ハザードマップは、市ホームページ
で確認することができます。
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非
常
持
出
袋
の
準
備

　
災
害
は
、
い
つ
ど
ん
な
状
況
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
常
日
頃

か
ら
備
え
が
大
切
で
す
。

　
い
ざ
被
災
し
た
と
き
に
、
自
分
や
家
族

に
必
要
な
も
の
は
何
か
を
考
え
、
最
低
で

も
以
下
の
も
の
は
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
常
用
し
て
い
る
薬

②
３
日
分
の
食
料
、
飲
み
物

③
毛
布
や
厚
手
の
服
な
ど

④
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯

⑤
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
な
ど
の
貴
重
品　

備
え
２

必需品の備蓄

土砂災害の前兆（資料提供：ＮＰＯ法人砂防広報センター）

[非常持出袋]災害発生時に最初に持ち出すもの
▶食料
　①飲料水（ペットボトル５００㎖×２
本）②非常食×３日分（乾パンや缶詰な
ど火を通さなくていいもの）

▶生活用品
　①懐中電灯②携帯ラジオ③携帯電話用充
電器④医薬品（傷薬、ばんそうこう、胃
薬など）⑤貴重品（公衆電話の利用に10
円玉も必須）⑥衣類（保温性が高いもの）
⑦マスク⑧雨具⑨タオル⑩紙食器⑪割り箸⑫軍手⑬ライター・ろうそく⑭ナイフ・
缶切り⑮ティッシュ⑯ビニールシート⑰生理用品⑱携帯用トイレ⑲保険証のコピー

[備蓄品（数日～10日分）]救援物資が届くまでの間、生活をするためのもの
▶食料
　①飲料水（１日３ℓ）②非常食
▶生活用品
　①カセットコンロ②紙食器③割り箸④ラップ⑤ウェットティッシュ・トイレットペ
ーパー⑥洗面用具・水のいらないシャンプー⑦タオル⑧使い捨てカイロ⑨マスク⑩
ロープ・バール（工具）⑪ランタン⑫安全靴⑬携帯用トイレ⑭寝袋・毛布⑮シート

※家族の人数や年齢によって種類や量が異なります。
※種類や量が多くなると重たくなるので、自分に合った重さで準備してください。

崖崩れの前兆
・崖からの水がにごる
・地下水や湧き水が止まる
・地面のひび割れ、変形が
　ある
・小石が落ちてくる
・崖から異常な音や臭いがする
地滑りの前兆
・地鳴り・家鳴りがする
・根が切れる音がする
・地面が振動する
・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水がにごる
・崖や斜面から水が噴き出す
土石流の前兆
・近くで山崩れなどが発生する
・立木が裂ける音や岩が流れ
　る音がする
・山鳴りがする
・雨が降り続いているのに川の水
が減少する
・川がにごったり、流木が混じる
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訓練放送のお知らせ

　昨年の豪雨災害から１年が経過するのを前に、
自主防災組織の要となる自主防災会長、自治会、
防災士等が一堂に会し、共通のテーマで学習する
フォーラムを開催します。
　入場無料でどなたでも観覧できますので、是非
ご来場ください。

防災行政無線を使用した
避難情報の訓練放送を実施します。
　
　市では、日田市防災訓練に併せ、市内２６３か所に設置している防災
行政無線で避難情報の訓練放送を一斉に放送します。
■とき
　６月９日㈰　午前９時30分頃
■放送内容
　「これは訓練放送です。これは訓練放送です。～サイレン吹鳴（約１
分）～５秒休止～サイレン吹鳴（約１分）～こちらは市役所です。た
だいまのサイレンは避難情報の訓練放送です」

※訓練放送で市民の皆さんが避難等をする必要はありません。
※気象状況等により中止する場合があります。
※サイレンの音は、大分県ホームページ（http://www.pref.oita.jp/site/bosaianzen/saigai-siren.html）
で試聴することができます。 

平成25年４月から避難放送（避難準備情報・避難勧告・
避難指示）は、事前にサイレンを吹鳴します。

■プログラム
　①基調講演（午後２時10分～３時10分）「地域を知り防災を考える」―最近の豪雨災害事例から学ぶこと―
　　講師　牛山泰行氏（静岡大学防災総合センター副センター長　准教授）
　②パネルディスカッション（午後３時20分～４時20分）「未来を守る―日田水害を教訓に」

おおいた地域防災推進フォーラム
九州北部豪雨から１年

【問合せ】防災・危機管理室　☎㉒８３６３（市役所４階）

■ところ 中央公民館
午後２時～４時30分（午後１時30分開場）

■とき ６月９日㈰
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日
頃
か
ら
気
象
情
報
等

　
　
　
　
　
　
　

 

に
注
意
す
る 

　
風
水
害
を
誘
発
す
る
雨
や
風
の
情
報
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
（
天

気
予
報
）
か
ら
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
河
川
水
位
情
報
は
、
水
郷
テ

レ
ビ
、
Ｋ
Ｃ
Ｖ
の
ｄ
ボ
タ
ン
で
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
梅
雨
期
の
気

象
情
報
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

 

地
域
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
　
　
　

 

防
災
対
策
を 

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
地
域
の
人
々

が
協
力
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
地
域
に
は
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の
精
神
で
、
自

発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
自
治
会
等
の
自

主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
族

を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
自
主
防
災
組

織
が
行
う
避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
種
類

　
大
雨
や
強
風
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

市
か
ら
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
こ
の

避
難
情
報
の
種
類
は
３
通
り
で
、
意
味
合

い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
災
害
時
の
避
難
で
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
危
険
を
感
じ
た
ら
自
ら
の
判
断
で

避
難
す
る
こ
と
で
す
。
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
な
い
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
の
入
手
方
法

　　
避
難
情
報
は
、
様
々
な
伝
達
経
路
を
使

っ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
で
入
手
方
法

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
注
意
事
項

・
屋
外
の
放
送
な
ど
で
は
、
強
い
風
雨
で
音
声

が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
防
災
メ
ー
ル
は
事
前
に
ア
ド
レ
ス
登
録
が
必

要
で
す
。

・
避
難
所
指
定
の
根
拠
と
な
っ
た
被
害
の
想
定

を
上
回
る
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
避
難
所
に
逃
げ
た
か
ら
安
心
で
は
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
よ
り
安
全
な
場
所
に

逃
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

備
え
３

備
え
４

知
っ
て
お
き
た
い

主な気象予報の種類

ｄボタンｄボタン

※地デジ対応テレビのリ
モコン。ｄボタンで通
信が開始されます。

注意報 災害が起こる恐れがある場合に、各種注意
報（大雨、洪水など）が発表されます

警報 重大な災害が起こる恐れがある場合に、各
種警報（大雨、洪水など）が発表されます

台風情報 台風が発生した場合に発表されます

土砂災害
警戒情報

土砂災害が起こる恐れがある場合に発表さ
れます

自主防災組織
　災害時は、高齢者や乳幼児、障
害のある人が特に被害を受けやすく、
周囲の手助けが欠かせません。地
域内で防災について話し合い、訓
練に生かすことで、防災の意識を
高めることが大切です。

避難情報のおおまかな伝達方法

避難情報

避難準備情報
避難するのに時間を要する人は、避難の
準備を行い、避難を始めてください

避難勧告
皆さん避難してください

避難指示
皆さん避難しなさい

危険度

危険度

小

大

日田市役所

●自治会・自主防災組織から
●広報車から
●防災行政無線から
●市ホームページから
●防災メールから
●緊急速報メール（エリアメールから）
●テレビから

住民の皆さん
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（①所得金額－②所得控除額）×③税率（10％）－④税額控除
課税所得金額

　
平
成
24
年
中
の
所

得
に
基
づ
き
、
平
成

25
年
度
の
市
県
民
税

（
住
民
税
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
県
民
税
を
納
め
る
人

　
　
　
（
納
税
義
務
者
）

　
平
成
24
年
中
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る

人
で
、
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、

・
市
内
に
居
住
す
る
人

　
　
均
等
割
＋
所
得
割
を
納
税

・
市
内
に
住
所
は
な
い
が
、
事
務
所
、
事

業
所
又
は
家
屋
敷
が
あ
る
人

　
　
均
等
割
を
納
税

納
税
の
方
法

　
納
付
書
又
は
口
座
振
替
を
利
用
す
る
普

通
徴
収
に
該
当
す
る
人
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
人
に
は
納
税
通
知
書
を
６

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
納
付
書
は
、
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る

際
、
全
納
期
（
４
期
）
分
を
一
括
し
て
同

封
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納
付
書
は

大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
期
限

　
第
１
期　
７
月
１
日

　
第
２
期　
９
月
30
日

　
第
３
期　
12
月
２
日

　
第
４
期　
平
成
26
年
１
月
31
日

税
額
の
計
算
方
法

　
市
県
民
税
は
納
税
義
務
者
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　
納
税
義
務
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
納
税
義
務
者

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
と
の
合
計
額
が
、
市
県

民
税
と
な
り
ま
す
。

・
均
等
割

　
市
民
税　
年
額
３
０
０
０
円

　
県
民
税　
年
額
１
５
０
０
円

・
所
得
割 

一
般
に
次
の
よ
う
な
方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

市
県
民
税
が
減
免
さ
れ
る
人

　
市
県
民
税
の
減
免
は
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
減
免
の
可
否
が
決
定
さ
れ
、
次

に
該
当
す
る
人
が
申
請
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人

・
平
成
25
年
中
に
所
得
が
全
く
な
く
な
っ

た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
人
又
は
こ
の
状
況
に
準
じ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

・
災
害
な
ど
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

に
な
っ
た
人

※
減
免
申
請
を
す
る
人
は
、
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
、
減
免
申
請
書
と
そ
の
理

由
を
証
明
す
る
書
類
を
税
務
課
市
民
税

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
異
議
の
申
立
て

　
課
税
内
容
に
異
議
の
あ
る
人
は
、
納
税

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
翌
日
か
ら
60
日

以
内
に
異
議
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た
【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

■所得割の計算方法

（１）課税所得金額の合計が２００万円以下の場合
　　　次のア又はイのいずれか少ない金額の５％
　　　ア．人的控除額の差の合計額　イ．課税所得金額
（２）課税所得金額の合計が２００万円を超える場合
　　 ｛人的控除額の差の合計－（課税所得金額－２００万円）｝×５％
　　　 ※ただし、２,５００円未満のときは２,５００円。　

①所得金額
（平成24年中の所得金額）
②所得控除額
③税率
④税額控除

配当控除

寄附金税額控除

調整控除

収入金額から給与所得控除額や公的年金控
除額などの必要経費を差し引いた額

株式の配当など配当所得がある場合、配当金額
を基に計算した金額を控除します
県や市などに対する寄附金のうち、２,０００
円を越える部分は、一定額を限度に控除します

左ページを参照
市民税６％＋県民税４％

次の算式で求めた金額を控除します

市県民税の納付は、
口座振替を
ご利用ください

7 2013. 6. 1 

人的控除の種類

基礎控除

配偶者控除

配偶者特別控除（最高額）

扶養控除

障害者控除

寡婦控除

寡夫控除（子を扶養）

一般
老人（70歳以上）

一般
特定（19歳以上23歳未満）
老人
同居老親

５万円
５万円
10万円

５万円
18万円
10万円
13万円

～５万円

33万円
33万円
38万円

33万円

普通 １万円26万円
特別 10万円30万円
同居特別 22万円53万円
一般 １万円26万円
特別（子を扶養） ５万円30万円

１万円26万円
勤労学生控除 １万円26万円

45万円
38万円
45万円

38万円
38万円
48万円

38万円

27万円
40万円
75万円
27万円
35万円
27万円
27万円

63万円
48万円
58万円

～38万円～33万円

人的控除額
の差

人的控除額
所得税市県民税

５万６,０００円まで

１万２,０００円まで
①平成24年１月１日以後に締結した契約（新契約）

②平成23年12月31日以前に締結した契約（旧契約）

３万２,０００円まで

５万６,０００円を超える場合

支払った保険料の全額

１万５,０００円まで 支払った保険料の全額
４万円まで 支払った保険料の１/２＋７,５００円
７万円まで 支払った保険料の１/４＋１万７,５００円
７万円を超える場合
③新契約と旧契約の両方の保険料控除の適用を受ける場合
上記①と②の合計額（上限２万８,０００円）

３万５,０００円

支払った保険料の１/２＋６,０００円

２万８,０００円
支払った保険料の１/４＋１万４,０００円

１万５,０００円を超える場合

５,０００円以下
５,０００円を超え１万５,０００円以下

支払った保険料の全額
支払った保険料の１/２＋２,５００円
１万円

②所得控除
■人的控除

■その他の控除
・医療費控除　
　（支払った医療費－保険等により補てんされた額）－｛（総所得金額等×
５％）又は10万円のいずれか少ない額｝
・社会保険料控除　
　国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、国民年金、雇用保険など
の支払った額
・生命保険料控除（適用限度額は７万円）　
　一般の生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料を下記の計算式に当
てはめて計算した額の合計

・地震保険料控除（適用限度額は２万5,000円）　
　（支払った地震保険料の１/２）＋（支払った旧長期損害保険料を下記の
計算式に当てはめた額）

滞納すると延滞金が掛かります
　納期限を守って納税している人
との公平性を保つため、納期限の
翌日から納付の日までの日数に応
じた延滞金が掛かります。
督促状の手数料が掛かります
　期限を過ぎても納付がない場合は、
納期限後20日以内に督促状を発送
します。督促状の発送には督促手
数料１００円が掛かります。
滞納が続くと財産等を差し押えます
　法律に基づき、市税を確保する
ため、やむを得ず財産の差押えを
行う場合があります。

　市税の滞納は、納税者にとって
不利益になるだけでなく、滞納整
理にも費用が掛かるため、市の大
きな損失にもなります。市税を有
効に活用するためにも必ず納期限
までに納めてください。
　事情により納税できない場合など、
納税についてのご相談は税務課納
税係（☎㉒８２０５）にご連絡く
ださい。

                　　　で納付できます
　全国23系列のコンビニエンスス
トアで市税等の納付ができます。
納付できる納付書にはバーコード
が印字されています。手数料は掛
かりませんので、是非、ご利用く
ださい。

※次のような場合はコンビニエンススト
アで納付できませんのでご注意ください。

・バーコードの印字がない納付書や破
損等で読み取ることができないとき

・納付書１枚当たりの金額が30万円を
超えるとき

・金額を訂正したとき
・納期限を過ぎたとき

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

納期限までの
　　　 納付をお願いします
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

屋久島町子ども交流事業参加者募集

　市内の小学校５・６年生を対象に、鹿児島県屋
久島町で交流事業を行います。この夏、世界自然
遺産の島「屋久島」で楽しい思い出と新しい友達
を作ってみませんか。
※㈳日田青年会議所と市の協働事業として実施します。

▶とき　　　８月１日㈭～８月４日㈰（３泊４日）
▶ところ　　鹿児島県屋久島町内
▶宿泊施設　屋久島環境研修文化センター
▶参加費
　一人１万３,０００円（研修材料費等含む）
▶対象
　小学校５・６年生（ただし、前津江町校区の小
学生は、同様の事業を実施しているため除く）

▶申込方法　（社）日田青年会議所に、住所、氏
名、電話番号、生年月日、学校名・学年・年
齢、男・女、保護者氏名、Ｔシャツのサイズ、
アレルギーの有無を電話、ファックス又はメー
ルのいずれかで連絡

▶申込先　（社）日田青年会議所
　　　　　☎㉔７１５０（午前10時～午後４時）
　　　　　㉒８２６５　 info@hita-jc.com
　　　　　※水・土・日曜日、祝日は休み。
▶申込期限　６月21日㈮　午後４時（時間厳守）
※参加者及び保護者対象の説明会を７月18日に行います
ので、その際に参加費を持参してください。

▶日程

▶とき
　７月から平成26年３月までの第１・３火曜日
　午後７時～８時30分
▶ところ　中央公民館３階視聴覚室
▶対象　　初めて韓国語を習う人 
▶募集数　30人（申込み多数の場合は抽選）
▶受講料　無料
※平日の午前８時30分から午後５時までに中央公民館の
窓口でお申し込みください。

※電子申請有り。
▶申込期限　６月14日㈮

【問合せ】中央公民館☎㉒６８６８

韓国語講座

募　集

【問合せ】咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８

咸宜園教育研究センター
名誉館長講座

　世界遺産の意義や特徴などについて学び、「世
界遺産」への理解を深めます。
▶とき・内容
前期日程
６月27日㈭　奈良薬師寺・国宝東塔と大金堂の復元
７月11日㈭　韓国の世界遺産・古都慶州の仏国寺
　　　　　　 と石窟庵
７月25日㈭　平城宮跡・大極殿の復元と長屋王邸
　　　　　　 木簡の世界
８月 ８日㈭　東大寺・鎮護国家の祈りと大仏建立
後期日程
９月 ５日㈭　姫路城と日本の近世城郭
９月19日㈭　白川郷の合掌集落―イエと家族の原像
10月３日㈭　安東河回（ハフェ）マウルと韓国の
　　　　　　 歴史的村落
10月17日㈭　世界遺産への道―九州での取り組み
※時間はいずれも午後７時から８時30分。
▶ところ　咸宜園教育研究センター研修室（和室）
▶受講料　無料
▶定員　　30人（申込み多数の場合は抽選）
※住所、氏名、性別、連絡先を記入の上、咸宜園教育研
究センターに郵送、ファックス、メールのいずれかで
お申し込みください。

※電子申請有り。
▶申込期限　６月14日㈮　午後５時（必着）
▶申込先　〒８７７-００１２　淡窓２丁目２‐18
　咸宜園教育研究センター
　㉒０２６８
　　kangien@city.hita.oita.jp

講　座

講　座

と き 行 程
８月１日㈭ 日田市役所（7:30発）→屋久島環境研修

文化センター（16:00着）

８月４日㈰ 屋久島環境研修文化センター（9:00発）→
日田市役所（17:00頃着）

８月２日㈮
８月３日㈯

屋久島町の子供たちとの交流・自然観察
活動を始めとする研修等
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【問合せ】学校教育課指導係☎㉒８２２１

教育を考える週間（春）
オープンスクールを実施

 学校での子供たちの様子を市民の皆さんに知って
いただくため、市内の全ての小・中学校でオープ
ンスクールを実施します。
　お住まいの校区以外に、他の校区の学校も自由
に参観できますので、この機会に是非ご覧ください。

▶参観時間
　各校とも当日の始業時から終業時まで
▶参観内容
　平常授業、各種行事（親子ふれあい等）
※詳しい日程等は、直接、学校にお問い合わせください。
※参観の際は、各学校の受付で記名をお願いします。
▶実施日および実施校一覧

　６月１日から７日までの水道
週間に合わせて上野浄水場を一
般公開し、ふだん使用している
水道水ができる過程を説明しな
がら場内を案内します。
　個人、団体問わず見学できま
すので、気軽にお越しください。

▶とき
　６月３日㈪～７日㈮　午前９時～午後４時

【問合せ】防災・危機管理室☎㉒８３６３

女性消防団員募集

　市では、地域の防災力の向上のため力を貸して
くれる女性消防団員を募集します。

▶申込期限　６月21日㈮
▶申込方法
　防災・危機管理室及び各振興局に備付けの申込
書に必要事項を記入の上、防災・危機管理室に
持参又は郵送で提出

※募集案内及び申込書は、市ホームページにも掲載して
います。

▶申込先　
　〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　防災・危機管理室（市役所４階）
▶活動内容
①夜間や火災予防運動期間中の広報活動
②一人暮らし高齢者宅への防火指導訪問
③幼稚園・保育園児を対象にした防火教室
④出初式など消防団行事への参加及び運営補助
⑤各種訓練、研修会等への参加
⑥その他
▶応募資格
　次の全てに該当する人
①18歳以上の人
②市内に居住する人
③最低５年以上勤務できる人
④運転免許証（普通車以上）を有する人
▶選考方法　面接・書類審査
※申込み受付後、随時、面接を行います。
▶募集数　５人
▶採用予定日　平成25年７月１日
▶処遇
①報酬　年額２万５,３００円を支給
②出動手当
　各種活動や訓練に出動した場合は、手当を支給
③衣服　制服、制帽、活動服等を貸与
④その他
　公務災害補償、表彰、
退職報償金等の制度
有り

※採用後は、日田市消防
団日田方面団本部に所
属となり、活動範囲は
旧日田市内となります。

お知ら
せ

【問合せ】上野浄水場☎㉒１２７０

上野浄水場を一般公開します

実施日 実施校
６月10日㈪ 前津江小学校
６月11日㈫ 日隈小学校、三隈中学校
６月12日㈬ 東部中学校、戸山中学校
６月13日㈭ 北部中学校、大山中学校

６月18日㈫ 三和小学校
６月20日㈭ 津江小学校、津江中学校

６月14日㈮ 若宮小学校、朝日小学校、小野小学校、
大山小学校、東有田中学校、前津江中学
校、五馬中学校

６月16日㈰ 三芳小学校、光岡小学校、有田小学校、
石井小学校、いつま小学校

６月21日㈮ 咸宜小学校、桂林小学校、高瀬小学校、
大明小学校、東渓小学校、南部中学校、
大明中学校、東渓中学校

募　集

地
域
の
た
め
に
力
を
貸
し
て

く
れ
る
女
性
を
募
集
し
ま
す
！

お知ら
せ
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第
５
回
大
丸
・
日
田
展

　
　

 

新
規
出
展
希
望
者
説
明
会

　
平
成
26
年
２
月
博
多
大
丸
福
岡
天
神
店

で
「
大
丸
・
日
田
展
」
を
行
う
予
定
で

す
。
新
規
で
出
展
を
希
望
す
る
事
業
所
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
６
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階
中
会
議
室

■
出
展
条
件　
市
内
で
営
業
を
行
っ
て
い

て
、
大
丸
・
日
田
展
開
催
期
間
中
（
準

備
を
含
め
た
７
日
間
程
度
）
に
人
員
を

派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
６
月
14
日
㈮

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
３
１
１
５

　
ひ
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
係
☎
㉒
８
２
２
４
（
市
役
所
３
階
）

日
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
　

 

プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
し
た

　
日
田
市
の
土
地
の
使
い
方
や
道
路
、
公

園
、
上
下
水
道
、
河
川
等
の
基
盤
整
備
に

関
す
る
方
向
性
を
示
し
た
日
田
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

■
閲
覧
場
所

　
市
役
所
１
階
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
市
役
所
５
階
都
市
整
備
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

町
名
表
示
板
、
住
居
番
号
表
示
板

　
　
　
　
　

の
再
交
付
を
受
付

　
住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
（
住
所
が
○
番
○
号
で
表
示
さ
れ
て
い

る
地
域
）
で
は
、
玄
関
又
は
門
な
ど
建
物

の
入
り
口
付
近
に「
町
名
表
示
板
」・「
住

居
番
号
表
示
板
」
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
表
示
板
が
剝
が
れ
た
り
、
文

字
が
読
み
に
く
い
場
合
は
、
無
料
で
再
交

付
し
ま
す
。

町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
（
例
）

　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

知
事
へ
の
提
案
カ
ー
ド
を
設
置

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
県
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
知
事
へ
の
提
案
カ

ー
ド
」
を
市
役
所
１
階
３
日
以
内
窓
口
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

ダ
ム
の
放
流
時
に
は
注
意
を

 

・
ダ
ム
が
放
流
す
る
と
川
の
水
が
増
え
ま

す
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

川
か
ら
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
明
ダ
ム
が
放
流
す
る
と
き
は
、
電
光

表
示
盤
が
点
灯
し
ま
す
。
放
流
中
に
水

泳
や
魚
釣
り
等
、
川
岸
で
遊
ぶ
こ
と
は

危
険
で
す
。

・
川
岸
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
、
川
原
に

車
、
船
な
ど
を
置
い
て
い
る
人
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

　
九
州
電
力
㈱
日
田
土
木
保
修
所

　
☎

３
６
１
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

６
月
11
日
㈫

・
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
昼
継
続
）

　
　
パ
ト
リ
ア
日
田

・
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
　
サ
ニ
ー
日
田
店

６
月
12
日
㈬

・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
昼
継
続
）

　
　
パ
ト
リ
ア
日
田

・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

　
　
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

・
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
九
州
電
力
㈱
日
田
営
業
所

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
３
日
以
内
に
薬
（
漢
方
薬
、
健
胃
薬
を
除

く
）
を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上
の
人
は
献

血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
㎖
）
の
み
。

　
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、  　
　

　

 　
　

 

６
月
中
に
提
出
を

　
平
成
25
年
５
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
人
に
は
、
６
月
中
旬
ま
で
に
書

類
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
ど
も
未
来
室
、
各
振
興
局
の
窓
口
で
も
届

出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
届
出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が
あ
る
場
合

で
も
10
月
に
支
給
す
る
児
童
手
当
を
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
は
勤
務
先
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
中
の
所
得
の
修
正
申
告
を
し
た
人

は
、
支
給
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
６

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

歯
周
疾
患
検
診
の
実
施

■
対
象　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
人

■
受
診
料　
７
５
０
円

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

田島２丁目
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※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
限　
12
月
末
日
ま
で

※
検
診
は
、
市
内
30
の
協
力
歯
科
医
院
で
行
い

ま
す
。

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

　
歌
手
ｍ
ｏ
ｎ
さ
ん
の
歌
と
語
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　
６
月
16
日
㈰ 

　
午
後
1
時
45
分
〜
3
時
30
分

■
と
こ
ろ　
三
芳
小
学
校
体
育
館

　
人
権
・
同
和
教
育
室
指
導
調
査
係

　
☎
㉒
８
２
３
６
（
市
役
所
別
館
２
階
）

「
明
か
さ
れ
ゆ
く
日
田
の
歴
史
」

 

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
速
報
展

 

昨
年
度
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
物

や
遺
構
の
写
真
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
６
月
21
日
㈮
〜
８
月
30
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
。
（
６
月
22

日
・
23
日
は
開
館
）

■
と
こ
ろ　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
展
示

室
（
南
友
田
町
）

■
入
館
料　
無
料

※
６
月
13
日
〜
20
日
は
展
示
品
入
替
の
た
め
展

示
室
を
閉
館
し
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係
（
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
㉔
７
１
７
１

平
成
26
年
度 

交
通
遺
児
育
英
会

高
校
奨
学
生
（
無
利
子
）
募
集

■
応
募
資
格

①
平
成
26
年
４
月
に
高
校
、
高
専
に
進
学

予
定
の
中
学
校
３
年
生
及
び
短
大
・
大

学
・
大
学
院
・
専
修
学
校
及
び
こ
れ
と

同
等
の
各
種
学
校
に
進
学
予
定
の
人

②
現
在
、
高
校
・
高
専
・
短
大
・
大
学
・

大
学
院
・
専
修
学
校
及
び
こ
れ
と
同
等

の
各
種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

※
保
護
者
等
が
自
動
車
や
バ
イ
ク
事
故
な
ど
、

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、

重
い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
ず
、
経
済
的

に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生
で
あ
る
こ
と
。

（
申
込
時
29
歳
ま
で
の
人
）

■
募
集
期
限

①
予
約
募
集

　

<

高
校
・
高
専>

（
第
１
次
）
９
月
30
日
㈪

（
第
２
次
）
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

　

<

短
大
・
大
学>

（
第
１
次
）
９
月
13
日
㈮

（
第
２
次
）
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　

<

大
学
院>

　
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　

<

専
修
学
校
等>

　

　
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

②
在
学
募
集

　

<

高
校
・
高
専>

　
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

　

<

短
大
・
大
学>

　
11
月
８
日
㈮

　

<

大
学
院>

　
６
月
10
日
㈪

　

<

専
修
学
校
等>

　
12
月
31
日
㈫

※
詳
細
は
、
交
通
遺
児
育
英
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

　


０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

体
育
施
設
の
自
動
販
売
機
設
置

　
　
　
　
　
　

 

希
望
者
を
募
集

■
設
置
期
間　
平
成
25
年
７
月
１
日
〜
平

成
27
年
６
月
30
日

■
設
置
場
所　
総
合
体
育
館
、
大
原
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上
競
技
場
、
中
城

体
育
館

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
、
募
集
要
項
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
６
月
11
日
㈫

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

国
際
交
流
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

■
と
き　
８
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

※
８
日
の
午
前
９
時
50
分
に
市
役
所
北
側
駐
車

場
に
集
合
、
９
日
の
午
後
３
時
50
分
頃
解
散
。

■
と
こ
ろ

　

椿
ケ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
施
設
内

（
前
津
江
町
）

■
対
象　
小
学
校
５
・
６
年
生

■
参
加
費　
２
５
０
０
円

※
８
月
８
日
の
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
数

　
25
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限　
６
月
28
日
㈮

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

咸
宜
園
教
育
顕
彰
事
業
の
募
集

　
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
に
関
す
る
論
文
等

や
咸
宜
園
教
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
個
人
及

び
団
体
が
行
う
普
及
活
動
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
対
象　

・
学
術
研
究
部
門

　
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
、
門
下
生
を
テ
ー

マ
に
し
た
論
文
・
著
作
な
ど

※
未
発
表
・
既
出
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

既
出
の
場
合
は
、
原
則
、
公
表
か
ら
３
年
以

内
の
も
の
と
し
ま
す
。

・
教
育
文
化
部
門　
個
人
や
団
体
等
で
取

り
組
む
咸
宜
園
教
育
の
実
践
や
普
及
・

啓
発
活
動
、
咸
宜
園
を
テ
ー
マ
に
し
た

文
化
芸
術
活
動
（
小
説
、
随
筆
、
漢

詩
、
詩
吟
、
音
楽
、
演
劇
）
な
ど

■
申
込
方
法　
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
等

の
原
稿
又
は
撮
影
及
び
収
録
し
た
記
録
媒

体
（
C
D
、
D
V
D
等
）
を
左
記
に
郵
送

■
申
込
期
限

　
11
月
１
日
㈮
（
必
着
）

■
表
彰　

・
結
果
発
表

　
平
成
26
年
１
月
下
旬
（
予
定
）

・
授
賞
式
・
発
表
会　

　
平
成
26
年
２
月
23
日
㈰

※
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
〒
８
７
７
‐
０
０
１
２

　
淡
窓
２
丁
目
２
‐
18

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８

イ
ベ
ン
ト

募
集
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民
謡
・
三
味
線
教
室
体
験
講
習
会

■
と
き　
６
月
28
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

学
科　
７
月
８
日
㈪　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

実
技　
７
月
９
日
㈫
〜
11
日
㈭

　
午
前
８
時
10
分
〜
午
後
６
時
30
分

※
11
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

　
天
瀬
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
募
集
数　
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料

・
大
型
特
殊
免
許
所
持
者
等
（
カ
タ
ピ
ラ

限
定
付
き
は
除
く
）
１
万
７
２
０
０
円

・
普
通
免
許
所
持
者　
３
万
１
７
０
０
円

※
普
通
免
許
が
な
い
人
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

※
左
記
に
備
付
け
の
申
込
書
に
写
真
２
枚
（
縦

3.0
㎝
×
横
2.4
㎝
、
１
枚
は
申
込
書
に
貼
付
）

と
運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
際
は
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　
７
月
２
日
㈫

　
日
田
市
工
業
連
合
会
事
務
局
（
商
工
労

政
課
内
）☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ（
雨
天
中
止
）　

　
6
月
9
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
中
央
公
園

　

日
田
プ
レ
イ
ス（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

「
大
肥
郷
農
業
体
験
塾
２
０
１
３
」　
　

□
開
催
予
定
日
（
計
５
回
）

　
６
月
23
日
㈰
、
７
月
28
日
㈰
、
９
月
22

日
㈰
、
10
月
20
日
㈰
、
11
月
24
日
㈰

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
。
（
予
定
）

□
集
合
場
所　
今
山
公
民
館（
夜
明
上
町・

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
今
山
駅
前
）

□
内
容　

時
期
に
応
じ
た
農
作
業
の
体

験
・
収
穫
、食
の
体
験
な
ど

□
対
象　
15
組
（
グ
ル
ー
プ
又
は
家
族
）

※
個
人
参
加
も
可
能
で
す
。

□
参
加
費
（
昼
食
・
お
土
産
付
き
）

　
１
回
１
組
１
０
０
０
円

※
年
間
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。詳
細
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
６
月
15
日
㈯

　
も
も
は
工
房

　
☎
㉗
７
２
１
１

㉗
７
２
１
０

　
大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会

　
（
森
山
）
☎
㉘
２
３
３
０

※
５
月
１
日
号
の
７
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た

「
考
古
学
講
座
受
講
生
募
集
」
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
わ
び

し
ま
す
。

　
第
２
講
「
淡
窓
先
生
の
歩
ん
だ
道
１
長
崎
街

道
篇
」

　
講
師　
大
村
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
職
員

　
　
　
大
村
安
生
氏

　
　
　
　
　
　
　
←

　
講
師　
大
村
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
職
員

　
　
　
今
村 

明
氏

　
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１

タ
ウ
ン
情
報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

命に対する「尊厳」を

　自分の保護下にある者（人、動物等）
に対し、長期間にわたって暴力を振る
ったり、日常的に嫌がらせや無視をす
るなどの行為を「虐待」と呼びます。
　一言に虐待といっても、対象や種類
は様々ですが、児童虐待と同様に、高
齢者虐待を防ぐため、状況に応じた適
切な判断と対応が求められています。
　虐待を受けている高齢者の約７割の
人には何らかの認知症の症状が見られ
ますが、このことが周囲の負担やスト
レスの要因となり虐待を引き起こす例
が多く見受けられます。また、高齢者
のためになると判断した行為や行動が
虐待につながるなど、家族や介護者に
虐待の自覚がないことが多いのも特徴
です。
　統計による高齢者虐待の件数は児童
虐待件数の３割程度となっていますが、
高齢者虐待はメディアの報道が少ない
など、潜在的なケースは統計以上の件
数に上ると推定されます。その背景には、
子どもや孫などの家族と同居している
高齢者が多く、虐待する側も受ける側
も虐待の事実を隠す傾向が強いことが
原因となっています。こうした虐待の
早期発見には、保健師、介護支援専門員、
ホームヘルパーなどによる発見が期待
されますが、発見後の家族への介入は
非常に困難です。
　虐待に限らず、「差別」や「いじめ」
には命の存続を脅かすものがあり、悲
しい出来事となってしまうことがあり
ます。誰もがそれぞれの意思を尊重し
合い、命に対する尊厳を持つ重要性を
思い起こすことが必要です。

【問合せ】人権啓発センター
　☎㉒８０１７
　（市役所別館１階）

講
座

お
お
ひ
ご
う

　市では、障がいのある人が自立した生活を送れるよう、また、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう障害者総
合支援法に基づいた福祉サービスを提供しています。詳細は、お問い合わせください。

市の障害福祉サービス

自宅で入浴や排せつ、食事の介護など生活全般にわたる介護サービスを行います。居宅介護
重度の肢体不自由があり常に介護が必要な人に、自宅での介護や外出時の移動中の介護
などを行います。重度訪問介護

常に介護を必要とする人の中でも介護の必要性がとても高い人に、居宅介護などの障害
福祉サービスを包括的に提供します。重度障害者等包括支援

訪問系サービス

視覚障害により移動に著しい困難を有する人の外出時の支援を行います。同行援護
行動が困難で常に介護が必要な人に、行動する際に生じる危険を回避するために必要な
援助や外出の際の移動中の介護などを行います。行動援護

外出支援

介護する人の病気などによって短期間の入所が必要な人に対して、施設で行う入浴、排
せつ、食事の介護を提供します。短期入所

施設等の一時利用

共同生活をしている人に対して、主に夜間に行われる入浴や排せつ、食事の介護などを
行います。共同生活介護

共同生活をしている人に対して、主に夜間に相談や日常生活上の援助を行います。共同生活援助
施設に入所する人に対して、主に夜間に行われる入浴、排せつ、食事の介護などを行い
ます。施設入所支援

居住支援

障害者総合支援法　平成25年４月から施行され、次の改正が行われました。
・対象範囲の拡大　対象範囲に１３０種の難病等が追加され、必要に応じて障害程度区分の認定などの手続を経た
上で障害福祉のサービスを受けることができるようになりました。
・重度訪問介護の対象の拡大（平成26年４月１日施行）
　現行の重度の肢体不自由者に加えて、重度の精神知的障害者が加わります。
・共同生活介護の共同生活援助への一元化（平成26年４月１日施行）
　共同生活を行う住居でケアが柔軟にできるように、共同生活介護が共同生活援助に統合します。

補装具の支給
補装具を必要とする障がいのある人に対して、用具の給付を行います。補装具の支給

常に介護が必要な人に、日中に行われる入浴、排せつ、食事の介護や創作的活動、生産
活動の機会などの提供を行います。生活介護

病院などの施設で日中に行われる機能訓練や療養上の管理、看護、介護、日常生活上の
援助などを行います。療養介護

理学療法士や作業療法士による身体的リハビリテーション訓練の提供を行います。自立訓練（機能訓練）
食事や家事等の日常生活能力を向上するための訓練の提供を行います。自立訓練（生活訓練）
就労を希望する人に、就労に必要な知識や能力向上のための訓練などを一定期間行います。就労移行支援
通所により、雇用契約に基づく就労の機会を提供するとともに、一般就労に向けた支援
を行います。就労継続支援Ａ型

通所により、就労や生産活動の機会を提供するとともに、一般就労に向けた支援を行います。就労継続支援Ｂ型

日中活動の場

【問合せ】社会福祉課障害福祉係　☎㉒８２９０（市役所１階）
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　国
指
定
史
跡

廣
瀬
淡
窓
旧
宅
及
び
墓

北

家

　
３
月
27
日
、
文
化
庁
は
遺
跡
の
中
で

も
国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価

値
の
高
い
も
の
と
し
て
「
廣
瀬
淡
窓
旧

宅
及
び
墓
」
を
国
の
史
跡
に
指
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
昭
和
23
年
１
月
14
日
に

国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
「
廣
瀬
淡
窓

墓
」に「
廣
瀬
淡
窓
旧
宅
」を
追
加
指
定
し
、

名
称
の
変
更
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
追
加
指
定
を
受
け
た
廣
瀬
淡
窓

旧
宅
は
、
豆
田
町
の
魚
町
通
り
（
通
称
）

を
挟
ん
だ
南
北
に
位
置
す
る
土
地
・
建

物
か
ら
な
り
、
廣
瀬
淡
窓
は
、
北
側
敷

地
を
北
家
、南
側
敷
地
を
南
家
と
呼
び
ま

し
た
。
商
家
で
あ
っ
た
家
業
の
隆
盛
と

と
も
に
間
口
の
拡
張
や
南
家
の
敷
地
拡

大
が
行
わ
れ
、
豆
田
町
で
も
有
数
の
屋
敷

　
質
素
倹
約
に
基
づ
い
た「
廣
瀬
家
家
訓
」

に
従
い
、
廣
瀬
家
の
北
家
の
主
屋
と
南

家
の
主
屋
の
外
壁
は
、
中
塗
り
仕
上
げ

に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
は
、

廣
瀬
家
だ
け
で
は
な
く
、
淡
窓
に
よ
っ

て
咸
宜
園
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

淡
窓
が
廣
瀬
家
の
家
風
を
共
有
し
、
繋

が
り
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、
梁
が

太
く
、
土
蔵
に

近
い
堅
固
な
造

り
の
新
座
敷
で

は
、
広
い
間
取

り
を
利
用
し
て

能
楽
や
三
味
線

が
催
さ
れ
、
豆

田
町
の
人
々
に

も
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
文
化
交

流
の
場
と
し
て

の
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

▼「北家」は、通り面に主屋、庭を挟
んで土蔵があり、主に生活空間、
商業空間として使用されていま
した。また、廣瀬家の祝い事
や客の接待などをする場
所としても利用されて
いました。

↑廣瀬家に掲げられた「心髙身低」は、「志は高く身
は低く」という廣瀬家の家訓。

・
文
化
庁
が
国
指
定
史
跡
に
し
た
理
由

　廣
瀬
淡
窓
は
私
塾
咸
宜
園
を
開
き
、
多

く
の
門
下
生
を
育
て
、
文
教
の
興
隆
に

貢
献
し
た
。
今
回
追
加
指
定
す
る
廣
瀬

淡
窓
の
旧
宅
は
、
淡
窓
の
教
育
、
思
想
、

学
芸
の
全
般
に
わ
た
る
形
成
と
展
開
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
、
通
り

を
挟
ん
で
「
北
家
」
と
「
南
家
」
か
ら

な
る
往
時
の
構
え
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
　
　
　
　
☎
㉔
７
１
７
１

　
　
　
　
　
（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）

は
り

たんそうさん
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地
と
な
り
、
そ
の
形
状
は
変
わ
る
こ
と

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
北
家
で
は
新
座
敷
や
土
蔵
１
棟
が
廣

瀬
資
料
館
と
し
て
公
開
活
用
し
て
お
り
、

昭
和
44
年
に
は
咸
宜
園
や
廣
瀬
淡
窓
、

廣
瀬
家
な
ど
の
史
資
料
保
存
の
た
め
の

廣
瀬
先
賢
文
庫
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
南
家
の
隠
宅
に
は
豆
田
町
を
流

れ
る
水
路
の
一
つ
を
取
り
込
ん
だ
「
流

れ
の
庭
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
南
家
は
、
通
り
面
に
主
屋
、
庭
を
挟

ん
で
離
れ
や
土
蔵
が
あ
り
、
全
体
的
に

広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
淡
窓

は
南
家
の
土
蔵
を
講
義
の
場
と
し
て
使
い
、

後
の
咸
宜
園
の
教
育
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隠
宅
と
庭
園
は
、
廣
瀬
家
第

６
世
・
久
兵
衛
が
４
年
の
歳
月
を
経
て

完
成
さ
せ
、
茶
を
通
じ
て
豆
田
町
に
訪

れ
た
商
人
な
ど
と
交
流
を
し
て
い
ま
し

た
。
久
兵
衛
は
隠
宅
で
、
詩
を
詠
み
、

花
を
生
け
、
碁
を
指
す
な
ど
文
化
的
な

生
活
を
送
り
、
淡
窓
も
花
見
に
訪
れ
た

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
通
り
か
ら
南
家
に
入
る
叩
き
土
間
の

路
地
は
、
淡
窓
が
隠
宅
を
訪
れ
る
際
に

通
っ
て
い
た
道
で
、
現
在
も
当
時
の
姿

を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

↑廣瀬資料館として活用している新座敷。

↑廣瀬家の大半の建物には建主が記された
棟木墨書が残っています。このように当
時の功績を代々受け継ぐ棟木墨書は、廣
瀬家を保存し続けるための大きな役割を
担っています。

↑外壁を中塗り仕上げとしている北家と南
家の主屋。

↑自然豊かで四季折々の表情を見せる庭を
望むことができる隠宅。

↑廣瀬淡窓墓は、廣瀬家から南に約300ｍ
離れた場所にあり、淡窓や廣瀬家出身の
咸宜園歴代塾主とその家族の墓地となっ
ています。墓地内には、淡窓の墓を中心
に左右計12の墓碑が並んでいます。

北家
南家

天領日田
資料館

長福寺

花月川

み
ゆ
き
通
り

上
町
通
り

南

家
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廣
瀬

  

久
兵
衛

淡
窓
と
廣
瀬
家

廣瀬久兵衛
公益財団法人
　　廣瀬資料館蔵

廣瀬淡窓
公益財団法人 廣瀬資料館蔵

「月旦評」
公益財団法人 廣瀬資料館蔵

　
咸
宜
園
を
開
塾
し
た
淡
窓
の
弟
、
久

兵
衛
は
兄
に
代
わ
り
廣
瀬
家
第
６
世
と

し
て
、
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で

理
財
の
才
能
を
発
揮
し
、
数
々
の
業
績

を
挙
げ
ま
し
た
。

　
特
に
、
小
ヶ
瀬
井
路
の
開
削
で
は
、

日
田
郡
代
の
塩
谷
大
四
郎
の
命
令
に
よ

り
豆
田
町
の
草
野
宗
内
と
と
も
に
難
工

事
に
取
り
組
み
、
玖
珠
川
か
ら
取
水
し

総
延
長
２
７
５
４
ｍ
の
小
ヶ
瀬
井
路
を

　
廣
瀬
家
は
延
宝
元
年（
１
６
７
３
年
）、

第
１
世
・
五
左
衛
門
が
博
多
か
ら
日
田

の
豆
田
町
に
移
住
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
号
を
堺

屋
、
後
に
博
多
屋
と
し
ま
し
た
。

　
淡
窓
は
、
江
戸
時
代
天
明
２
年
（
１

７
８
２
年
）
に
商
家
で
あ
っ
た
廣
瀬
家

第
５
世
・
三
郎
右
衛
門
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
学
問

を
好
み
、
16
歳
の
と
き
に
福
岡
の
亀
井

塾
に
入
門
。
し
か
し
、
そ
の
後
大
病
を

患
い
、
わ
ず
か
２
年
余
り
で
退
塾
し
ま

し
た
。
日
田
に
戻
り
療
養
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
や
が
て
、
教
育
者
と
し
て
の

道
を
志
し
ま
す
。

私
塾
・
咸
宜
園

　
全
国
で
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
文
化
２
年
（
１
８
０
５
年
）、
淡
窓

は
長
福
寺
の
学
寮
で
開
塾
し
ま
し
た
。

そ
の
後
場
所
や
名
前
を
変
え
、
一
時
は
、

廣
瀬
家
の
土
蔵
な
ど
で
も
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
文
化
14
年
（
１
８
１
７
年
）、

　
咸
宜
園
の
教
育
制
度
は
、
淡
窓
が
工

夫
を
重
ね
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
客
観
的
に
判
断

し
て
席
次
を
付
け
る
「
月
旦
評
」、
規
則

正
し
い
生
活
を
実
践
さ
せ
る
「
規
約
」、

門
下
生
に
塾
や
寮
を
運
営
さ
せ
る
「
職

任
」
な
ど
、門
下
生
の
学
力
を
引
き
上
げ
、

社
会
性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
行

い
ま
し
た
。

淡
窓
の
詩

　
淡
窓
の
叙
景
詩
の
名
作
と
い
わ
れ
る

「
隈
川
雑
詠
」
は
、
三
隈
川
の
景
色
を
詠

ん
だ
も
の
で
す
。
淡
窓
は
、
日
田
の
山

や
川
、
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
様
々
な
ふ

る
さ
と
の
情
景
に
触
れ
て
は
詩
を
詠
み

ま
し
た
。
咸
宜
園
で
詩
の
講
義
や
詩
作

を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
知
人
や
門
下
生

を
招
い
て
は
詩
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
淡
窓
が
詠
ん
だ
詩
碑
が

数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
日
田
の
自
然

の
美
し
さ
な
ど
を
詩
に
込
め
て
い
ま
す
。

→
門
下
生
の
学
力
を
評
価
し
、
無
級
か
ら
九

級
ま
で
の
等
級
の
席
次
を
つ
け
る「
月
旦
評
」
。

廣
瀬

  
淡
窓
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完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

水
が
安
定
供
給
さ
れ
る
田
畑
が
広
が
り
、

農
業
の
生
産
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

久
兵
衛
は
〝
水
郷
日
田
〞
の
礎
を
作
っ

た
人
物
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
廣
瀬
家
の
建
物
は
、
廣
瀬
家
隆
盛
期

に
久
兵
衛
が
建
築
し
た
も
の
で
、
こ
の

時
期
は
淡
窓
の
咸
宜
園
全
盛
期
と
同
じ

時
期
で
も
あ
り
、
淡
窓
が
廣
瀬
家
に
足

繁
く
通
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
廣
瀬
家
は
、
学
問
の
道
に
進
ん
だ
淡

窓
と
家
業
を
継
い
だ
久
兵
衛
が
互
い
に

支
え
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と

を
表
す
遺
構
と
い
え
る
の
で
す
。

現
在
の
場
所
に「
咸
宜
園
」を
開
き
ま
し

た
。〝
咸
宜
〞
と
は
、
中
国
最
古
の
詩
集

「
詩
経
」
に
あ
る
「
咸
く
宜
し
（
す
べ
て

の
こ
と
が
よ
ろ
し
い
）」と
い
う
言
葉
に

由
来
し
て
い
ま
す
。
淡
窓
は
、
門
下
生

一
人
ひ
と
り
の
意
思
や
個
性
を
尊
重
す

る
教
育
理
念
を
塾
名
に
込
め
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
身
分
や
階
級
制
度
の
厳
し
い

時
代
に
あ
っ
て
、
入
門
時
に
身
分
・
学
歴
・

年
齢
を
問
わ
な
い
「
三
奪
法
」
を
定
め
、

全
て
の
門
下
生
を
平
等
に
教
育
し
ま
し
た
。

　
咸
宜
園
は
、明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）

に
閉
塾
す
る
ま
で
約
５
０
０
０
人
の
門

下
生
が
学
ん
だ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

最
大
規
模
の
私
塾
と
な
り
ま
し
た
。

淡
窓
の
思
想

　
淡
窓
は
、
特
定
の
思
想
に
偏
る
こ
と

な
く
、
様
々
な
学
説
を
広
く
尊
重
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
思
索
を
重
ね
た
末
、

正
し
い
こ
と
を
す
れ
ば
天
に
報
わ
れ
る

と
い
う
独
自
の
「
敬
天
」
思
想
を
確
立
し
、

門
下
生
の
育
成
こ
そ
が
自
分
に
命
じ
ら

れ
た
仕
事
と
自
覚
し
た
淡
窓
は
、「
万
善

簿
」
を
始
め
ま
し
た
。一
万
の
善
を
積
む

こ
と
を
目
標
に
日
常
の
行
動
を
善
行
と

悪
行
に
分
け
て
記
録
し
、
善
行
の
数
か
ら

悪
行
の
数
を
差
し
引
い
て
通
算
し
ま
す
。

淡
窓
は
、
54
歳
か
ら
付
け
始
め
、
目
標
を

達
成
し
た
の
は
67
歳
の
と
き
で
し
た
。

国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」
指定記念行事 ～淡窓に二度会える～
◎廣瀬淡窓旧宅展
□とき　　　６月13日㈭～平成26年１月31日㈮
　　　　　　（月曜日は休館）
□ところ　　廣瀬資料館（豆田町）
□開館時間　午前９時～午後４時
□入館料　　大人450円、子供350円
　　　　　　（20人以上の団体は一人400円）

◎企画巡回展 淡窓生家と廣瀬家展
□とき　　　６月13日㈭～26日㈬（６月17日は休館）
□ところ　　パトリア日田ギャラリー
□開館時間　午前９時～午後４時　
※巡回展は、宇佐市民図書館、別府大学附属博物館、豊後
高田市立図書館、九州国立博物館などでも開催します。

◎国史跡「廣瀬淡窓旧宅及び墓」
　指定記念講演会
□とき　　　６月13日㈭　午後２時～
□ところ　　パトリア日田小ホール
□演題・講師
①「日田の歴史に見る廣瀬淡窓」
　別府大学学長　豊田寛三氏
②「廣瀬淡窓旧宅に見る史跡の指定と新たなる取組」
　文化庁記念物課主任調査官　佐藤正知氏
・パネルディスカッション
　「先哲・文化財に見る“ふるさと”の明日」
　（パネラー）別府大学学長 豊田寛三氏、別府大学
名誉教授 後藤宗俊氏、岡山理科大学教授 江面嗣人
氏、文化庁記念物課主任調査官 佐藤正知氏、廣瀬
家第11世 廣瀬貞雄氏
　（コーディネーター）
　大分県立先哲史料館館長 佐藤晃洋氏
【問合せ】廣瀬資料館　☎㉒６１７１

[関連行事]
「淡窓と考古学」展
（埋蔵文化財発掘調査速報展特別協賛展示）
□とき・ところ
　６月21日㈮～８月30日㈮　午前９時～午後４時
　※土・日曜日、祝日は休館（６月22日・23日は開館）
　埋蔵文化財センター
【問合せ】文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１

「廣瀬淡窓旧宅と咸宜園」展
□とき・ところ
　６月13日㈭～７月30日㈫　午前９時～午後４時30分
　※水曜日は休館。
　咸宜園教育研究センター
【問合せ】咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８

入場無料

入場無料

入場無料

入場無料
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まちのわだ
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 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

世界の名車、勢ぞろい
　４月20日、サッポロビール九州日田工場をスター
トに「チェント・ミリアかみつえ」が開催された。
13回目を迎えた今回は、３つのクラスに60台が参加
した。この競技はスタンプラリー形式で進行し、日田
市では豆田町にスタンプポイントが設定された。こ
の日はあいにくの雨模様となったが、参加者は合羽
を着込んで愛車を走らせ、沿道の声援に手を振った。

柚木・曽家の多目的交流館がオープン
　４月21日、学校跡地を活用した「柚木多目的交流
館」と「曽家多目的交流館」がオープンし、それぞ
れの会場で式典などが行われた。
　柚木多目的交流館は、校舎のそばにシャワー室を
完備した炊事棟を新設し、キャンプなどの宿泊に対
応する。式典では、柚木地区自治会長の和合晴彦さ
んが「地域の活性化につなげ、防災面では避難所と
して有意義に活用したい」と挨拶した。
　曽家多目的交流館は、調理室や食堂、シャワー室
を新設したほか、玄関スロープや車椅子用のトイレ
など高齢者や障がいのある人に配慮した整備を行っ
た。式典では、曽家地区活性化協議会の綾垣新市会
長が「分校時代同様に大事にして、笑顔が集う交流
館にすることが地域への恩返しとなる」と挨拶した。

日田の10年後を語ろう
　４月20日、日田商工会館で日田ソーシャルビジネ
ス研究会の発会式が行われた。集まった約70人の参
加者は、経済、福祉、雇用、教育の４つのテーマ別
に10年後の日田についてワークショップを行い、そ
れぞれの思いを発表した。会の代表を務める髙倉和
一郎さんは「活動を通して、笑顔の絶えない日田、
かっこいい日田を目指したい」と話した。
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空から見下ろすれんげ畑
　こどもの日の５月５日、ＪＲ大鶴駅近くの田んぼ
で大鶴れんげ祭りが開催された。これは地元の「お
おつる華の会」が主催のイベントで、今年で３回目
を迎える。
　会場では、地元産の「れんげ米」で作ったおにぎ
りなどの販売や熱気球体験、ふれあい動物園などが
催され、多くの家族連れでにぎわった。

小鹿田焼の魅力を語る
　５月２日、パトリア日田で「民藝と小鹿田　受け
継がれる炎シンポジウム」が開催された。昭和初期
に小鹿田焼を民藝として取り上げ、後に日本民藝館
を創設した柳宗悦、同時代の陶芸家である濱田庄司
や河井寛次郎、棟方志功といった当時の芸術家の子
孫等がパネリストとして登壇し、小鹿田焼が持つ３
００年変わらぬ魅力について語り合った。

丸山五和線 待望の開通式
　５月19日、本庄町と日ノ隈町を結ぶ丸山五和線の
中ノ島工区が開通し、新しい亀山橋で開通式が行われ
た。式典では、島内振興協議会髙瀬剛会長が「島内４
町と隈・庄手町をつなぐ架け橋になってほしい」と挨
拶。その後、日隈小学校の金管バンドの演奏とともに
地域住民約２００人が渡り初めを行った。丸山五和線
は、渋滞緩和と通学路の安全確保が期待されている。

バラ香る、母の日
　５月12日から26日まで、ローズヒルあまがせで春
のバラフェアが開催され、約２００品種、２０００
株のバラが赤や黄色、オレンジなど色とりどりの花
を咲かせた。12日には、同会場で遊花祭が開催され、
キャラクターショーや五馬保育園の園児によるファ
ッションショーが行われ、子供たちのカラフルなド
レスが祭を華やかに彩った。
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春の叙勲
　国家や公共のために功績のあった方に贈られる春の叙勲が発表されました。　
　市内では、次の６名の方々が晴れの受章に輝きました。※年齢は４月29日現在。順不同。

長年の努力と顕著な功績をたたえて

春の叙勲　
黄綬褒章　業務精励
（鍼灸マッサージ業）

浦塚國男さん
（86歳・隈１丁目・浦塚鍼灸院自営）

うらつか　  くにお

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章　警察功労

髙須厚義さん
（70歳・天瀬町本城・元福岡県警部）

 たかす　   あつよし

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章　警察功労

中島孚德さん
（71歳・港町・元神奈川県警部補）

なかじま　 たかのり

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章　消防功労

三原清一さん
（73歳・玉川３丁目・元日田玖珠広域
　市町村圏事務組合消防司令）

 みはら　  せいいち

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章　防衛功労

琴尾 昇さん
（61歳・古金町・元３等陸尉）

ことお　   のぼる

春の叙勲　
瑞宝単光章　消防功労

川津　男さん
（81歳・天瀬町五馬市・元天瀬町消防団団長）

 かわづ　    はつお

梅ハンバーグ

①梅干しは種を除き、手で細かくちぎっておく。しょう
が、ねぎ、青じそはそれぞれみじん切りにする。
②植物油以外の全ての材料を混ぜてよく練り、直径３㎝く
らいの小判型にする。
③フライパンに油を熱し、両面を焼く。

<材料>（４人分）
豚ミンチ　３００ｇ
煎りごま　大さじ２
梅干し　　２個
しょうが　10ｇ
ねぎ　　　30ｇ
青じそ　　５枚

溶き卵　　１／２個分
酒　　　　小さじ２
しょうゆ　小さじ２
植物油　　大さじ１

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ①

　梅干しは、クエン酸などを多く含むため、胃腸の働きを活発に
して食欲を増進させ、疲労回復に役立ちます。また、防腐・殺菌
作用もあります。
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図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

はじめてでもかんたん
ＤＩＹナチュラルインテリア
成美堂出版株式会社／編
成美堂出版

□とき　６月 ８日㈯　午後３時～４時
　　　　６月22日㈯　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることがあり、ご迷
惑をお掛けしますが、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

おいでよ！おはなし会

６月の休館日（　…休館日）

　現在、会員は12人で、郷土資料の解読を中心に活動してい
ます。先日、廣瀬秋子の「書翰集」が終わり、現在、森有篁の
「名無草」を解読しています。初心者でも読める、かな文字で
すので皆さんも参加してみませんか？

□とき　　第１火曜日　午後２時～３時30分
□ところ　２階会議室
□会費　　年間１,０００円

　出版から10年以内の図書の寄贈を受け付けています。人気
作家の図書など、寄贈していただける書籍がありましたら、窓
口に寄贈をお願いします。

サークル活動に参加しませんか？「古文書講読会」

図書の寄贈 ４
11
18
25

３
10
17
2430

２
９
16
23

１

29

８
15
22

28

７
14
21

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

　自分らしさとぬ
くもりを手軽に実
現できるのが、Ｄ
ＩＹの魅力。手作
りの木工作品をふ
んだんに取り入れた、すてきな実例
を紹介。その他、ＤＩＹだからでき
た自分流プチリフォーム、木工の基
本テクニックなどを紹介。

はこちゃん　
かんのゆうこ／文
江頭路子／絵
講談社

　私の名前は、なん
で「はこ」なんだ
ろう。はこちゃん
は、不安になって
…。一人ひとりの
名前には、親が子供の幸せを願う気
持ちが込められている。名前の由来
を通して、親子のきずなを感じる絵
本。

おとなも学べるこども礼儀作法
尾崎文春／著
少年写真新聞社

　礼儀作法の基本
は、「相手を大切に
する心」。どうすれ
ば「相手を大切に
する」ことができ
るのか、「礼儀作法
間違い探し」などを通してゲーム感
覚で基本を押さえ、どのような場で
も応用が利く力を育てる本。

親子でつくろう！
選べるおりがみ②
丹羽兌子／監修
成美堂出版

参考にした本

　６月16日は父の日です。「お父さんに
日頃の感謝の気持ちを、手作りメッセー
ジカードに込めて贈ってみては？」と考
え、折り紙の本を参考に作りました。
　あじさいとシャツは折り紙です。カー
ド台紙は画用紙を使いました。あじさい
は小さな花をいくつもまとめるので、小

さめの折り紙（今回は７.５㎝四方）で折りました。シャ
ツは両面折り紙を使って折りました。シャツにはカード
を入れるポケットがあるのでふだん言えない感謝の気持
ちを書いて入れるのも良いと思います。

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

新刊紹介

ななしぐさ

しょかんしゅう もりありむら
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　８月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象です。
７月１日までにお申し込み
ください。（抽選の結果は、
当選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館
☎㉗６４０６

●せいまお兄さんと

　遊ぼう・お弁当の日

　７日㈮　午前11時～
●ファミサポ交流会

　15日㈯
　午前10時30分～
●日田高校３年生実習

＆わくわく手作り

　21日㈮
　午前10時30分～
●療育事業

　28日㈮　午前11時～

天瀬児童館
☎８９２２

●お誕生日会＆お話会

　６日㈭
　午前10時30分～
●おうちの人への

　プレゼント作り

　12日㈬～15日㈯
　午後３時30分～
●七夕飾り作り

　 25日㈫～28日㈮
　 午後３時30分～
　 27日㈭
　 午前10時30分～

大山児童館
☎２９０１

●芋苗植え

　５日㈬
　午前10時30分～
●おうちの人への

　プレゼント作り

　12日㈬・15日㈯
　午前10時30分～
●おしゃべり広場

　19日㈬
　午前10時30分～

まえつえ
子育て支援センター

☎２４０９

●お誕生日会

　12日㈬
　午前10時～
●ランチｄaｙ

　19日㈬
　午前10時～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう

　21日㈮
　午前10時～

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

６
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

小

乳

小 …小学生対象

乳 …乳幼児対象

宇野心太朗ちゃん
（１歳・田島１丁目）

こたろう

室 彩愛ちゃん
（２歳・田島町）

岡部 心ちゃん
（２歳・大山町西大山）

こころ

黒野元貴ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

げんき

溝口知夏ちゃん
（３歳・清岸寺町）

ちなつ

大石夏実ちゃん
（１歳・日ノ出町）

なつみ

宮﨑心乃美ちゃん
（２歳・南友田町）

こ の み

溝口裕香ちゃん
（２歳・清岸寺町）

ひろか さ な

いっさ

大曲一颯ちゃん
（２歳・南元町）

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

６月生まれ

23 2013. 6. 1 

松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

日田市の人口
（平成25年４月30日現在） 

■人口
　70,655人
　（前月比+110人）
・男　33,394人
・女　37,261人
■世帯数
　27,080世帯

ひのくま
子育て支援センター

☎㉒７５０５

★お父さんと遊ぼう

　８日㈯　午前10時
30分～11時30分
●園児との触れ合い

　13日㈭
　午前10時10分～11時
●プレママクラブ

　19日㈬
　午後１時30分～３時
●リトミック

　24日㈪　午前11時
15分～11時45分

丸の内
子育て支援センター

☎㉓１８９０

★陶芸教室

　６日㈭
　午前10時～正午
★試食会

　13日㈭　午前11時～
★小袋先生の発達相談

　26日㈬　午前９時
30分～午後４時
★七夕飾り作り

　27日㈭・28日㈮
　午前９時30分～正午

チャイルド
プラザ

☎㉕５３００

●初めての日・お外で

遊ぼう

　４日㈫　午前11時～
★作って遊ぼう

　６日㈭　午前11時～
★ベビーヨガ

　18日㈫　午前11時～
●身体計測

　24日㈪
　午前11時～11時30分
　午後３時～3時30分

山下紗季ちゃん
（２歳・丸の内町）

さ き

川野心優ちゃん
（１歳・上城内町）

みゆう

松尾奏風ちゃん
（３歳・三池町）

かなた

平野穂乃花ちゃん
（３歳・城町２丁目）

ほ の か

小野綜二朗ちゃん
（１歳・清岸寺町）

そうじろう

河野瑛太ちゃん
（１歳・南元町）

えいた

飯田颯空ちゃん
（２歳・銭渕町）

そ ら

松尾 奏ちゃん
（２歳・玉川町）

そう

松尾 快ちゃん
（２歳・玉川町）

かい

矢幡俐好ちゃん
（２歳・天瀬町馬原）

り み

■とき　６月９日㈰　午前10時～午後３時

・午前11時～　ＤＡＮパネ団パネルシアター

※公演中は他の遊びはできません。

・午後１時30分～　ロケット的当て大会

　６歳以上対象、賞品有り。

■ところ　中央児童館

※駐車場は中央児童館、ウェルピア、淡窓図書館をご利用

ください。

児童館祭り



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
あ
れ
か
ら
１
年
、
今
年
も
梅
雨
の
時
期
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
も
な
お
、
当
時
の
傷
跡
が
生
々
し
く
残
っ
た
町
を

見
る
と
、
今
年
の
出
水
期
を
ど
う
乗
り
切
る
か
、
改
め

て
緊
張
に
震
え
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
早
期
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
資
器
材
・

人
手
不
足
で
思
う
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
中
で
昨
年
と
同
様
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
大

規
模
な
災
害
が
懸
念
さ
れ
、
不
安
ば
か
り
が
募
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
い
で
い
る
ば
か
り

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
然
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
災
い
を
避
け
る
知
恵
は
十
分
に
準
備
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
の
防
災
・
危
機
管
理
室
を
中
心
に
簡
略

的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
災
害
へ
の
対
応
を
今
月
の
「
広

報
ひ
た
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
災
害
後
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
口
に
し

た「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
精
神
を
も
う
一
度
思
い
出
し
、

こ
れ
か
ら
の
１
か
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
助
」
に
対
し
て
、

心
の
準
備
、
情
報
の
整
理
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
特
に
、
防
災
メ
ー
ル
や
水
郷
テ
レ
ビ
・
Ｋ
Ｃ
Ｖ
の
ｄ
ボ

タ
ン
は
、
災
害
時
に
何
よ
り
も
大
切
な
気
象
情
報
・
避

難
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
。
事
前

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
、
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押

し
た
と
き
の
画
面
を
確
認
す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
市
も
引
き
続
き
、
昨
年
の
課
題
を
踏
ま
え
、
減
災
に

努
め
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 10

６/

一人で悩んでいませんか？

　いじめや体罰など子どもの人権問題に関する相談窓口です。法務局
の職員や人権擁護委員が話を聞いて、どうしたらいいかを一緒に考え
ます。一人で悩まずに、お電話ください。相談は無料、相談の秘密は守
ります。
　また、大分地方法務局では、平日の午前８時30分から午後５時15分まで
「子どもの人権１１０番」専用電話（　０１２０‐００７‐１１０）で、常
時相談を受け付けていますので、お気軽にお電話ください。

６月24日から30日は全国一斉「子どもの人権１１０番」相談強化週間です

24日㈪～30日㈰
平日：午前８時30分～午後７時
土・日曜日：午前10時～午後５時

<受付時間>

子どもの人権110番（全国共通・無料）

　0120-007-110

【問合せ】大分地方法務局人権擁護課　☎０９７‐５３２‐３３６８
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